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 事故事例の紹介 ～再現映像を交えて  

 
ＮＩＴＥには様々な事故情報が集まってきます。 
その中から注意していただきたい事例として 
以下の製品事故をご紹介いたします。 
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 電子レンジによる突沸事故  

【事例】電子レンジで陶磁器製カップに入れたインスタント
コーヒーを１分間加熱してレンジ内に30分ほど置いていた。
再度40秒ほど加熱してカップをのぞき込んだ途端、コーヒー
が噴き上がって顔を直撃して全治３カ月のやけどを負い、左
目角膜を破損した。 

【事故原因】 

 電子レンジで加熱中や加熱後に起こる
突沸現象による事故です。 

※：突沸現象は、飲み物（水・牛乳・酒・コーヒー等）やとろみの 
 あるもの（カレー・シチュー等）、油脂分の多いもの（生クリー 
 ム、バター等）が突然沸騰して飛び散る現象で、やけどのおそれ 
  があります。 
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電子レンジで飲み物などを加熱する際は取扱説明書を良く
読んで、以下のことに注意して正しく使用してください。 

 電子レンジによる突沸の注意ポイント  

 飲み物、とろみのある食べ物、油脂分の多いものは加熱し
すぎないように設定時間を控えめにしてください。 

 粉末のコーヒーなどは、加熱する前にスプーンなどでかき
混ぜてください。 

 飲み物は口の広いカップなどに入れてください。 

 突沸しやすいものなどを加熱し過ぎた際は、しばらく冷まし
てから取り出してください。     
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 ガスこんろの事故（１） グリルから出火 

【事例】使用中のガスこんろのグリルの奧から発煙して出火
し、住宅が全焼した。 

【事故原因】 

 ガスこんろのグリルで魚を調理したまま放置
していました。そのため、受け皿にたまっていた
魚の油脂等が過熱されて発火し、火災に至った
ものです。 

 グリル内は、魚の脂などの汚れが付着しないように
日頃から手入れをしましょう。 

 ガスこんろ付近には段ボール、新聞紙、ビニールート
などの可燃物や可燃性のスプレー、カセットこんろな
どを置かないようにしてください。 
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ガスこんろの事故（２） こんろの火が衣服に着火 

【事例】やかんで湯を沸かしていたところ、ガ
スこんろの火が衣服に燃え移って死亡した。       

【事故原因】 

 ガスこんろの火に近づき過ぎた
ため、火が衣服についたものです。 

ガスコンロのように火を扱う製品では、火に近づき
過ぎないでください。特に火の上には絶対身体をか
ざさないでください。火が見えていなくてもバーナー
の上は高温であり着火しやすくなっています。ガス
こんろの奥に手を伸ばすときは、必ずバーナーの火
を消してください。 
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 高齢者の方が、火災の危険にさらされる理由のひとつに、『青い炎が
見えない（見えにくい）』ということがあることをご存知ですか？ 

 ガスコンロの青い炎が見えなくなる原因は、老人性白内障で
す。 
 老人性白内障は、５０歳代では約６０％の方が、８５歳以上
では１００％の方がなるともいわれています。 
 老人性白内障が進行すると、目のレンズが白く濁り、内部に
黄色の色素がたまり、結果として青い色が見えにくくなります。
また、症状の進行が緩やかなので、自覚症状があまりありませ
ん。 
 そのため、ガスコンロの青い炎が見えにくい高齢者の方は、
コンロに火が付いていることに気付かなかったり、忘れてしま
う可能性があるので、火傷や火事の危険性が高いのです。 

 身体の衰えとともに、火災の危険性が高くなっていることを知ってお 
いてくださいね。 
 視力や色覚の低下で、炎が見えにくくなります。 
 皮膚の感覚が弱くなるので、温度に鈍感になり、やけどをする危険が 
あります。 
 とっさの行動が遅くなることで、逃げ遅れてしまう危険があります。 
 
 

着衣着火の危険性 
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 ＩＨこんろ(電磁調理器)による天ぷら油火災  

【事例１】 Ｉ Ｈクッキングヒーターで汎用のなべを用いて天ぷら調理 
をしたところ発火した。           

【事例２】 Ｉ Ｈ調理器付近から出火して、レンジフードの一部を焼損 

し、消火時に家人が顔面などにやけどを負った。  

【事故原因】 

【事例１】 揚げ物キーを使っていたが、ＩＨ 
専用の調理なべを使用しなかったことから、 
油が過熱され発火したものです。 

【事例２】 調理の際にその場を離れ、油量 
も少なく、付属の揚げ物調理用なべを使用 
せず、更に揚げ物専用コースを使わず手動 
で加熱したため、油が発火したものです。 
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 ＩＨこんろの原理とセンサーの温度特性  

なべ底にくぼみがあると、
空気層ができて温度セン
サーが正しく働きません。 

油の温度と温度センサー
が検知する温度に差が生
じています。 
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ＩＨこんろで揚げ物調理をする際は取扱説明書をよく読んで、
以下のことに注意して正しく使用してください。 

 ＩＨこんろによる天ぷら油火災の注意ポイント  

 揚げ物調理中はその場を離れないでください。 

 調理中、その場を離れるときはスイッチを必ず切ってくだ
さい。 

 なベ底に反りなどがあると温度センサーが正確に働かな
いので、付属の揚げ物調理用なべを使い、付属のなべが
ないときは、底が平らなＩＨ専用なべを使ってください。 

 揚げ物調理時の油量は、取扱説明書に従ってください。
油量が少ないと温度が急激に上がるため、温度センサー
が正確な温度を測定できません。      
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◆「電気コード」からの発煙・発火 

• 電源コードを束ねて使用 
• コードリールを巻いたままで使用 
• コードの上に重たい物を載せる 
• たこ足配線をしている （許容電流を超えて使  
  用）  

→ コードが過熱して被覆が溶け、ショートし発火   

• 電源プラグを長期間差し込んだたままで使用 

◆「電気プラグ」からの発煙・発火 

→ トラッキング現象  が起こり、ショートし発火    

電源コード等による事故 
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【事故内容】  

 木造２階建て住宅から出火し、出火した住宅と隣接する 

住宅の２棟を全焼した。（平成19年5月 長野県） 

  
 

 

 

 

【事故原因】 

 電気こたつの電源コード溶融痕が認められることから、 

家具等による踏みつけによってコードが機械的ストレスを 

受けたため、コードの芯線が半断線状態となり、ショート 

、火災に至ったものです。 

  
 

電源コードからの出火  
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◆電源コードを束ねて使用しないでください。 

◆電源コードを傷つけたり、上に重い物を載せたり、ドアなどに挟み込
んだりしないでください。 

◆電源プラグを抜くときは、電源コードではなく先端の電源プラグを
持って引き抜いてください。 

◆電源コードを本体に巻き付けたり、繰り返し曲げたり、ねじったりしな
いでください。 

◆長期間使用した製品の電源コードに折れ曲がり、ねじれ、傷がない
か点検をしてください。電気製品を使用中に電源コードの一部が熱かっ
たり、触れたり折り曲げたりすると、電気が入ったり切れたりするときは
使用を中止し、購入されたお店などに修理・点検を依頼してください。 

◆電源プラグを長期間差し込んだままにせず、年に１度は掃除してくだ
さい。 

電源コード等による事故防止の注意ポイント 
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• 走行中に前輪と前ホークの間に異物を  

  挟み込んだため、前輪がロックし、転倒  

→ 突然前輪がロックして、転倒 

自転車による製品事故 

→ 突然チェーンが外れて、転倒 

• チェーンのたわみ量が５５mmであったことから、走 

  行中の振動、衝撃、チェーンへの駆動力等の条件が  

  重なったため、チェーンが外れ、転倒  
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①スポーク、前ホークに異物の巻き込み 

◆ハンドルに物をぶらさげたり、傘、ステッキ、釣り竿などを車体
に差し込んだりしないでください。また、ダイナモを足で操作する
などして足がスポークに触れないようにしてください。 

 

②自転車の点検 

◆乗車する前に、自転車の各部位の点検を行ってください。 

 

◆異常を発見したら必ず販売店などで点検を受けてください。 

 

◆特に自転車が衝突や転倒などによる衝撃を受けたときは、必
ず点検を受けてください。 

 自転車による事故防止の注意ポイント  
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 くらしに潜む危険  

「身・守りハンドブック2012」は、これまで実際に 
発生した誤使用や不注意の事故事例を取り上げ、 
製品と安全につきあうための心構えをまとめたも 
のです。 
 
ダウンロードも出来ます。下記のホームページで 
http://www.nite.go.jp/jiko/handbook/goshiyou_handboook.html 

これらの事故から身を守るには・・・ 

ガス湯沸器（給湯器）で一酸化炭素中毒 
電気こんろに体が触れてスイッチがＯＮ 
電子レンジで加熱中の食品が発火 
電動アシスト自転車、ケンケン乗りで急発進 
電気スタンドが転倒して出火 

 などの誤使用や不注意により事故が発生しています。 
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 ＮＩＴＥホームページ     http://www.nite.go.jp/ 
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http://www.nite.go.jp/  NITEホームページ（製品安全分野）  
http://www.jiko.nite.go.jp/ 
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 事故情報の検索  

検索画面 

事敀情報の検索 
 
 NITEが平成8年度から収集した事
敀情報が検索できます。（収録件数 
3万3千件以上） 
 
 
 
 
 キーワードに調べたい製品名を入
力し       検索ボタンを押すと 
検索できます。 
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 最新の社告・リコール  

http://www.nite.go.jp/jiko/index4.html 
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 事故の未然・再発防止のため、気を付けて欲しい事故情報・リコール情報を月２回（第２・４火曜日）に電子メール 

で発信していますので、ぜひPSマガジンにご登録ください。 

製品安全情報マガジン（PSマガジン） 

 配信ご希望の方は、ホームページにて 
電子メールアドレスをご登録ください。 

登録 http://www.nite.go.jp/jiko/psm/ 

配信サンプル 
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 注意喚起ちらし  

 実際に起こった事敀事例やリコール情報を掲載したちらしを無
償でダウンロードできます。(白黒印刷にも対応しています) 
http://www.nite.go.jp/jiko/chirashi/chirashi.html 
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 ミニポスターと再現実験映像  

http://www.nite.go.jp/jiko/poster/poster.html 

 注意喚起ポスター（pdf
型式）と再現実験動画は
無償でダウンロードでき
ます。 

   動画をクリックす
ると再現実験動画がご覧
いただけます。 

 

扇風機の発火映像 
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 製品事故の防止について記者説明会（注意喚起）   

＜平成２３年度＞   
平成23年 4月28日  「災害復旧時の製品事故の防止」についてプ 
平成23年 5月26日  「扇風機による火災事故の防止」について 
平成23年 6月23日  「エアコンによる事故の防止」について 
平成23年 7月21日  「カセットこんろによる事故の防止」について 
平成23年 8月25日  「ＩＨこんろによる事故の防止」について 
平成23年 9月22日  「子どもによるライター等の事故の防止」について 
平成23年10月20日  「暖房器具による事故の防止」について 
平成23年11月10日  「除雪機の事故の防止」について 
平成23年12月 8日  「自転車等の事故の防止」について 
平成24年 1月26日  「ガスこんろ等の事故の防止」、「暖房器具による事故の防止（再注意喚起）」につい  
         て 
平成24年 2月23日  「電気こたつ、ゆたんぽ等の冬場の事故防止」、「除雪機の事故の防止（再注意喚 
         起）」について 
平成24年 3月22日  「はしごや脚立等による事故の防止」について 
＜平成２４年度＞   
平成24年 4月19日  「電子レンジ及び電子レンジとの組み合わせで使用される製品の事故の防止」について 
平成24年 5月24日  「乾燥機及び除湿機による事故の防止」について 
平成24年 6月21日  「エアコン及び扇風機による事故の防止」について  
平成24年 7月19日  「照明器具による事故の防止」、「電池による事故の防止」について  

 製品事故に遭わないために製品事故の防止について報道機関への説明会
を毎月開催しています。これに併せて支所ごとに地方新聞社に説明資料と
地域ごとの事故の概要も提供しています。また、消費生活センター等の消
費者展での事故品展示、ポスター展示も行っています。 
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http://www.jiko.nite.go.jp/ 

ご静聴ありがとうございました 

製品安全センター 
ナ イ ト 

独立行政法人 

製品評価技術基盤機構 

東北支所 

  TEL  022-256-6423          FAX  022-256-6434 
 

National Institute of  

Technology and Evaluation 
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